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I  P（イメージングプレート）

I P（イメージングプレート）は，単

結晶Ｘ線回折，透過型電子顕微鏡，オ

ートラジオグラフィなどの分析装置を

はじめ，医療用Ｘ線画像診断に使用さ

れるコンピューテッドラジオグラフィ

（C R）や工業用放射線非破壊検査シス

テムの画像センサーとあらゆる分野で

広く使用されています。

このイメージングプレートは物質の

輝尽発光現象を利用することにより

①感度が高い（写真フィルムの数十

倍），②ダイナミックレンジが広い

（写真フィルムの2桁程度に対し，5桁

以上と広い），③直線性が良い，④デ

ジタル電気信号が直接得られる，⑤繰

り返し使用が可能，⑥広範囲の放射線

に適用可能と様々な長所を持っていま

す。しかしながら，高価，可視光への

対応と未だ検討の余地が多いのが現状

であります。

現在，このような課題を解決するべ

く，輝尽発光について様々な機関が研

究を行い，多くの物質において普遍的

に見られる現象であることがわかって

きました。今後，放射線画像応用ばか

りでなく，さらに広い分野への応用に

向けて，システムの目的に応じた材料

開発が期待されています。

K E Y  W O R D
最新分析用語解説

私の所属する

クロマトグルー

プはクロマトグ

ラフィーを用い

る分離，精製技

術に関連した業

務を担当してい

ます。光学活性カラムを中心とした高

速液体クロマトグラフ（H P L C）用カ

ラムとポーラスガラスを修飾したフィ

ルターの開発・製造・販売，H P L Cを

用いた分析・分取・分取品の構造解析

が主たる業務です。

昭和6 0年に入社後，身近でありなが

ら一般にあまり知られていなかった

「光学異性体」と初めて出会い，ガスク

ロマトグラフ（G C）を用いて種々の

「光学異性体」を分離する固定相の開発

が私の課題になりました。

光学異性体とは偏光に対する挙動の

みが異なり他の物理化学的性質が同じ

化合物対のことを言い，その立体化学

構造は互いに鏡像関係にあり重ね合わ

せることができません。

この対を（光学）対掌体とも呼び，最

近ではエナンチオマーと呼ばれていま

す。

近年，この光学異性体が対掌体によ

り生理活性を異にするため，医薬品，

農薬，食品など生理活性物質を扱う分

野では，純粋な対掌体を得て（ラセミ

体の分割または合成），その性質を調べ

ることが求められる様になりました。

光学異性体を分析または分取するた

めに，H P L Cは有効な方法の一つです。

当グループはH P L C用光学活性カラム

SUMICHIRAL OA�を開発し，製造，

販売しています。SUMICHIRAL OA�

にはシリカゲルの表面に低分子の光学

活性部位を化学結合した電荷移動・水

素結合型とO D S化シリカに光学活性部

位をコーティングした配位子交換型が

あり，光学異性体の溶出順を逆転でき

るのが最大の特徴です。対掌体の成分

比が大きく異なる場合，少ない方の対

掌体を先に溶出させると精度良く分析

できます。分取においては目的の成分

（対掌体）を先に溶出させることで光学

純度の高い対掌体が得やすくなります。

私の業務も光学活性カラムを主とし

たH P L Cカラムの開発，そして製造へ

と変わりました。現在の課題はお客様

の様々な試料を分析し，有効に分離・

精製する手段としてのH P L Cカラムと

その効果的な使用方法を開発し，提供

させて頂くことです。

これからも公的機関の認証取得を含

めた品質保証の充実とH P L Cを駆使し

た分離・精製技術で幅広いお客様のニ

ーズに応えて行きたいと考えています。

「分離・精製技術を通じて」
科学機器事業部　松下 靖弘

発光現象の定義

輝尽発光は最初の励起が終了し

た後で赤外光などを照射すると、

発光する現象を言う。一般に光

による輝尽発光はP SL（P h o t o -

Stimulated Luminescence）、

熱 に よ る 輝 尽 発 光 は T L

（Thermo Luminescence）と

よばれる。

「先端材料事典：産業調査会　事

典出版センターより」
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